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朝倉康夫

ピ
ー
ク
時
の
交
通
流
改
善
な
ど
の
効
果
は
反
映
さ
れ
な

い
。
合
理
的
で
な
い
評
価
項
目
を
む
や
み
に
追
加
す
る

こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
三
便
益
に
集
約

さ
れ
た
経
済
合
理
性
の
み
に
よ
る
評
価
か
ら
の
展
開
を

図
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
評
価
対
象
の
リ
ン
ク
が

「
あ
る
」
こ
と
の
効
果
を
多
面
的
に
と
ら
え
た
い
。

　

一
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
が
通
行
不
能
に
な
っ

た
と
き
、
い
わ
ば
「
な
い
」
こ
と
の
影
響
を
調
べ
る
た

め
の
方
法
論
は
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
利

用
可
能
で
あ
っ
た
リ
ン
ク
が
通
行
で
き
な
い
と
き
の
利

用
者
の
行
動
変
化
に
つ
い
て
の
観
測
デ
ー
タ
は
限
ら
れ

て
お
り
、
説
明
力
と
再
現
性
の
あ
る
モ
デ
ル
を
用
意
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
通
行

不
能
期
間
の
長
さ
や
区
間
の
空
間
的
広
が
り
の
違
い
に

よ
っ
て
生
じ
る
影
響
の
大
小
を
「
事
前
に
」
評
価
す
る

こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。

　

と
は
い
え
、
懸
念
さ
れ
る
自
然
災
害
に
対
し
て
柔
軟

に
機
能
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
や
、
維
持

管
理
に
伴
う
長
期
間
の
通
行
止
め
の
際
の
交
通
管
理
方

法
な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、「
な
い
」
こ
と
の
影
響
を

で
き
る
だ
け
正
確
に
推
計
・
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

単
純
に
考
え
れ
ば
、「
あ
る
」
と
き
の
交
通
流
変
化
の
影

響
分
析
手
法
を
そ
の
ま
ま
「
な
い
」
と
き
に
も
適
用
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
変
化
の
プ

ロ
セ
ス
は
不
可
逆
的
で
あ
り
、
非
対
称
で
あ
る
。
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
に
伴
う
交
通
流
の
変
化
を
的
確

に
推
計
・
評
価
で
き
る
方
法
論
の
開
発
は
発
展
途
上
で

あ
り
今
後
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
点
（
ノ
ー
ド
）
と
線
（
リ

ン
ク
）
の
集
合
で
与
え
ら
れ
る
。
都
市
や
地
域

の
ス
ケ
ー
ル
で
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
表
現
す
る
と
き
、

点
は
交
差
点
や
停
留
所
、
線
は
道
路
区
間
や
駅
間
に
対

応
す
る
。
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

既
存
の
点
と
線
の
集
合
に
、
新
た
に
い
く
つ
か
の
点
と

線
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
新
た
な
点
と
線
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
水
準
（
た
と
え
ば
旅
行
時
間
）
と
使
わ
れ

方
と
が
変
化
し
、
利
用
者
に
は
直
接
の
、
地
域
に
は
間

接
的
な
便
益
が
発
生
す
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
効

果
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
リ
ン
ク
が
「
あ
る
」

こ
と
の
効
果
を
求
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

従
来
の
交
通
工
学
、
交
通
計
画
の
研
究
や
実
務
で
は
、

既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
リ
ン
ク
が
付
加
さ
れ
る
際
の

交
通
流
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
便
益
の
推
計
法
に
関
心

が
も
た
れ
て
き
た
。
我
が
国
の
道
路
交
通
の
費
用
便
益

分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
起
終
点
間
の
Ｏ
Ｄ
交
通
量
を

与
件
と
し
た
交
通
量
配
分
計
算
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
旅
行
時
間
の
短
縮
、
走
行
費
用

の
減
少
、
交
通
事
故
の
減
少
に
よ
り
便
益
を
評
価
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
計
量
化
が
比
較
的
容

易
な
項
目
で
あ
り
、
経
済
効
率
性
か
ら
見
て
必
要
性
の

高
い
リ
ン
ク
を
整
備
対
象
と
す
る
と
い
う
意
味
で
は
合

理
的
で
説
明
力
も
高
い
。
こ
の
三
便
益
に
限
っ
て
み
て

も
、
改
良
の
余
地
は
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
Ｏ
Ｄ
交
通
量
は
与
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

需
要
の
誘
発
分
は
便
益
に
加
算
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

一
日
の
平
均
的
な
交
通
状
態
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、

交

交通ネットワーク
「ある」ことの効果と「ない」ことの影響


